
お申込み：令和 ７ 年 1月31日（金）締め切り

QRコードもしくは下記URLからお申し込みください。

URL： https://forms.gle/ypHa3FPoiCQzAxig7

参加可否につきましては、１週間以内にご連絡をいたします。

日時： 令和7年２月８日(土) 14:00～16:30（受付:１３：３０～）

対象者 ： 医師(※1)、歯科医師、ケアマネジャー(※2)、PT（※３）、OT、ST、義肢装具士、看護師、介護士、社会福祉士 等…

医療・介護・福祉に携わるすべての関係職種や、装具使用者本人・その家族

定員１００名※２ 主任介護支援専門員更新要件「研修コード １６」に該当します。

希望者には「研修受講証明書」を発行します。（研修後のレポート提出者のみ）

～第9回 下肢装具療法についての情報交換会～

主催： 静岡圏域地域リハビリテーション広域支援センター
共催： 一般社団法人 静岡市静岡医師会

一般社団法人 静岡市清水医師会
一般社団法人 静岡市ケアマネット協会

後援： 静岡市
公益社団法人 静岡県理学療法士会
一般社団法人 静岡県社会福祉士会
静岡市介護保険事業者連絡協議会
清水介護保険事業者連絡会

＜お問い合わせ＞
静岡圏域地域リハビリテーション広域支援センター
（静岡リハビリテーション病院内）
TEL：０５４－２７7－１２２１ FAX：０５４－２７7－１２２９
E-mail： shizuriha@ny.tokai.or.jp
担当： 石野泰央 ・ 天野浩也

※１ 日本医師会生涯教育講座（2単位） カリキュラムコード： 78 脳血管障害後遺症 / 10 チーム医療

【開会】 14：00～

これまでの装具連携の歩み ・ 「装具連携リーフレット」の紹介【1部】 14：05～14：25

静岡圏域地域リハビリテーション広域支援センター

【閉会】 16：30 

参加費無料
※3 日本理学療法士協会 カリキュラムコード： 区分２ ２2 チーム医療・多職種連携 登録理学療法士 2.5ポイント

【２部】 14：25～15：25 脳卒中者の痙縮治療と装具療法の現状・フォローアップの重要性

西宮協立リハビリテーション病院 医師 勝谷将史 先生

座長： 八木医院 医師 八木大英 先生 (地域リハビリテーションサポート医)

総合司会： 静岡圏域地域リハビリテーション広域支援センター

開会挨拶： 静岡市静岡医師会 副会長 佐々木玲聡

閉会挨拶： 静岡圏域 地域リハビリテーション広域支援センター センター長 小嶋 康則

「脳卒中者の地域医療とフォローアップ」

会場： もくせい会館 富士ホール（静岡市葵区鷹匠３丁目6-1）

（パネルディスカッション）15：25～16：25 自立支援に向けて、今私達にできること
パネリスト： 西宮協立リハビリテーション病院

堀田内科医院
JA静岡厚生連 清水厚生病院
訪問看護ステーションこまごえ
相模ゴム工業(株)静岡営業所
東名ブレース（株）静岡支店
静岡市地域リハビリテーション推進センター

※ パネリストを中心にディスカッションを進めますが、会場の皆様もディスカッションに参加できます。

医師
医師
医師
理学療法士
ケアマネジャー
義肢装具士
更生相談係

勝谷将史 先生
堀田宗文 先生
成島道樹 先生
内田裕美 氏
高林裕子 氏
馬場幸治 氏
海野芳之 氏

静岡県地域リハビリテーション強化推進事業

これまで、脳卒中者の自立した生活と社会参加のために、下肢装具連携における課題とその改善に向けた
取り組みを進めてきました。 今回は、地域医療の現場で脳卒中者の診療・フォローアップ・医療介護連携まで、
幅広くご活動されている医師に、現状・課題、より良い支援の在り方についてご講演いただきます。
パネルディスカッションでは、静岡市で活躍されている各職種の方々にご登壇いただき、今後のより良い支援に
向け、多職種の役割や連携の重要性について、参加者の皆様と一緒に意見交換を行います。

https://forms.gle/ypHa3FPoiCQzAxig7
mailto:shizuriha@ny.tokai.or.jp

